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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成19年６月28日に提出した第34期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一部に訂正す

べき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第５【経理の状況】 

１【連結財務諸表等】 

（1）【連結財務諸表】 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は______を付して表示しております。 



第一部【企業情報】 

第５【経理の状況】 

１【連結財務諸表等】 

（1）【連結財務諸表】 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

（訂正前） 

当連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

３．当連結会計年度における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は653,324千円であり、そ

の主なものは親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

４．当連結会計年度における資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、5,314,051千円であり、その主なも

のは、親会社での余資運用資金（現金）、長期投資資金（投資有価証券等）及び管理部門に係る資産等であります。 

５．減価償却費及び資本的支出には長期前払費用と同費用に係る償却額が含まれております。 

６．会計方針の変更 

（役員賞与に関する会計基準） 

 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４．(3)（ハ）に記載のとおり、当連結会計年度より、「役員賞与に関する

会計基準」(企業会計基準委員会 平成17年11月29日 企業会計基準第４号)を適用しております。この変更に伴い、従来の方法に

よった場合に比べて、「消去又は全社」の営業費用は6,500千円増加し、営業利益が同額減少しております。 
 

項目 
セラミック部

品事業 
（千円） 

照明機器事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 

（千円） 
連結（千円） 

Ⅰ売上高及び営業損益          

売上高          

(1）外部顧客に対する売上高 18,341,020 2,721,362 21,062,382 － 21,062,382

(2）セグメント間の内部売上高 

または振替高 
14,250 11 14,261 (14,261) －

計 18,355,270 2,721,373 21,076,643 (14,261) 21,062,382

営業費用 15,779,383 2,794,319 18,573,702 564,783 19,138,485

営業損益 2,575,887 △72,946 2,502,941 (579,044) 1,923,897

Ⅱ資産、減価償却費及び資本的

支出 
         

資産 34,597,235 1,601,704 36,198,940 (2,327,047) 33,871,892

減価償却費 1,721,692 18,002 1,739,694 － 1,739,694

減損損失 9,091 － 9,091 － 9,091

資本的支出 2,343,102 6,449 2,349,551 － 2,349,551

事業区分 主要製品 

セラミック部品事業 

回路部品（チップ抵抗器用セラミック基板等）、機構部品（石英ガラス製品

等）、高周波部品（BPF等）及びEMC対策部品（積層セラミックコンデンサ

等） 

照明機器事業 照明機器、情報表示装置等 



（訂正後） 

当連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

３．当連結会計年度における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は653,324千円であり、そ

の主なものは親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

４．当連結会計年度における資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、5,314,051千円であり、その主なも

のは、親会社での余資運用資金（現金）、長期投資資金（投資有価証券等）及び管理部門に係る資産等であります。 

５．減価償却費及び資本的支出には長期前払費用と同費用に係る償却額が含まれております。 

６．会計方針の変更 

（役員賞与に関する会計基準） 

 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４．(3)（ハ）に記載のとおり、当連結会計年度より、「役員賞与に関する

会計基準」(企業会計基準委員会 平成17年11月29日 企業会計基準第４号)を適用しております。この変更に伴い、従来の方法に

よった場合に比べて、「消去又は全社」の営業費用は6,500千円増加し、営業利益が同額減少しております。 

  

  

項目 
セラミック部

品事業 
（千円） 

照明機器事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 

（千円） 
連結（千円） 

Ⅰ売上高及び営業損益          

売上高          

(1）外部顧客に対する売上高 18,341,020 2,721,362 21,062,382 － 21,062,382

(2）セグメント間の内部売上高 

または振替高 
－ 19,052 19,052 (19,052) －

計 18,341,020 2,740,414 21,081,434 (19,052) 21,062,382

営業費用 15,765,132 2,813,360 18,578,492 559,992 19,138,485

営業損益 2,575,887 △72,946 2,502,941 (579,044) 1,923,897

Ⅱ資産、減価償却費及び資本的

支出 
         

資産 34,597,235 1,601,704 36,198,940 (2,327,047) 33,871,892

減価償却費 1,721,692 18,002 1,739,694 － 1,739,694

減損損失 9,091 － 9,091 － 9,091

資本的支出 2,343,102 6,449 2,349,551 － 2,349,551

事業区分 主要製品 

セラミック部品事業 

回路部品（チップ抵抗器用セラミック基板等）、機構部品（石英ガラス製品

等）、高周波部品（BPF等）及びEMC対策部品（積層セラミックコンデンサ

等） 

照明機器事業 照明機器、情報表示装置等 
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